
１．合格ラインについて，特に記載の無いものは，６０点以上を合格とします。 

２．定期試験について，特に記載の無いものは，評価配分を均等とします。（【例】年４回定期試験を実施した場合の各定期試験の評価配分は，特に記載の無いものは，２５％ずつになります。） 

科   目 必・選 担 当 教 員 学年・学科 単位数 授 業 形 態 

化学 Ⅰ 

ChemistryⅠ 

 

必 岩本仁志 
１年生 

物質工学科 
３ 

前期 週４時間 

後期 週２時間 

授業概要 
物質の構成、物質の状態および物質の変化（化学の三要素：性質・構造・反応）についての基本的概

念や原理・法則について学習する。 

到達目標 

１．基本的な化学用語の意味および原理・法則が理解できること。（C） 

２．物質量の意味を理解し、具体的な物質の物質量を計算できること。（C） 

３．化学反応式を理解し、反応式および熱化学方程式が書けること。（C） 

４物質の変化についての概念や法則を理解し、具体的な変化について計算できること。（C） 

評価方法 ４回の定期試験（８０％）、レポ－ト（１０％）宿題（１０％）で評価。 

教科書等 
教科書：化学Ⅰ、化学Ⅱ 東京書籍 

問題集：ニュ－グロ－バル化学Ⅰ＋Ⅱ 東京書籍 

 内  容  学習・教育目標 

第 １週  

第 ２週  

第 ３週  

第 ４週  

第 ５週  

第 ６週  

第 ７週  

第 ８週  

ガイダンス 物質の構成 

原子の構造と化学結合 

原子の構造と化学結合 

物質量と化学反応 

物質量と化学反応 

物質量と化学反応 

化学反応と熱 

化学反応と熱 

ｃ 

ｃ 

ｃ 

ｃ 

ｃ 

ｃ 

ｃ 

ｃ 

第 ９週  

第１０週  

第１１週  

第１２週  

第１３週  

第１４週  

第１５週  

酸と塩基 

酸と塩基 

酸と塩基 

酸化還元反応 酸化と還元 

酸化還元反応 酸化剤と還元剤 

酸化還元反応 電池 

酸化還元反応 電気分解 

ｃ 

ｃ 

ｃ 

ｃ 

ｃ 

ｃ 

ｃ 

第１６週  

第１７週  

第１８週  

第１９週  

第２０週  

第２１週  

第２２週  

第２３週  

化学結合 イオン結合、共有結合 

化学結合 金属結合 

化学結合 分子間結合 

物質の状態 物質の三態 

物質の状態 物質の三態 

物質の状態 気体 

物質の状態 気体 

物質の状態 気体 

ｃ 

ｃ 

ｃ 

ｃ 

ｃ 

ｃ 

ｃ 

ｃ 

第２４週  

第２５週  

第２６週  

第２７週  

第２８週  

第２９週  

第３０週  

物質の状態 溶液 

物質の状態 溶液 

化学反応の速さと平衡 反応の速さ 

化学反応の速さと平衡 反応の速さと活性化エネルギ－ 

化学反応の速さと平衡 化学平衡 

化学反応の速さと平衡 化学平衡 

化学反応の速さと平衡 化学平衡 

ｃ 

ｃ 

ｃ 

ｃ 

ｃ 

ｃ 

ｃ 

（特記事項） 

 

JABEEとの関連 

JABEE ａ b c d1 d2a)d) d2b)c) e f g h 

本校の学習 

・教育目標 
Ａ Ａ Ｃ Ｃ Ｃ Ｂ Ｂ Ｄ Ｃ Ｂ 

  ◎        



化学Ⅰ １年 

この教科は、化学の基本的な概念や原理・法則について学んだ上、物質の状態や変化について化学的に考察でき

る能力を身につけることを目的としています。 学習する主な項目を以下に示します。 

 

 

 

物質の構成と粒子の結合 

１． 物質の構成粒子である原子、分子、イオンの構造と性質を学び、各粒子がどのように結合して物質を形

成しているかを学習する。 

２． 原子、分子、イオンなどを実際に取り扱うときの原子量、分子量、式量について学習する。 

３． 物質が変化するときに用いる化学反応式の意味と書き方について学習する。 

 

 

 

物質の状態 

１． 物質は温度・圧力によって固体・液体・気体に変化することを学び、この現象を粒子の熱運動及び粒子

間に働く力とどのような関係にあるかを学習する。特にここでは気体の温度と体積との関係について考察

する。 

２． 液体（特に水）には色々なものが溶解して溶液となる。溶解の仕組みと溶液の性質について学習する。 

 

 

 

物質の変化 

１． 物質の変化には物理変化と化学変化とがある。前の章では物理変化について学習したので、この章では

物質が変化し別の物質に変化する化学変化について学習する。 

２． 化学変化には、熱を吸収したり発生したりするものが多い。化学変化に伴う熱の出入りについて学習す

る。 

３． 酸・塩基の概念を学習した後、酸と塩基との反応を学習する。 

４． 酸化・還元の概念を学習した後、酸化・還元反応について考察し、そしてそれらの考えに基づいて電池

や電気分解について学習する。 

 

 


